
 
河合小学校

防災教育を軸とした教科横断的な学習（国語）のまとめ　  
時 学習活動 授業・児童の様子
１ 課題をつか

む。
教師からの資料や学校に掲示してある水害の資料、総合で自分が調べた資料をみながら、「避難生
活は大変だ」が、「自分たちも地域の役に立たなければならない」という意識が高まった。

２ 目的と条件
を 明 確 に
し、自分の
考えを整理
する。

・どんな条件が必要か、学校が避難所になった設定で、考えた。児童の質問から、条件に加えた
り、削除したりしながら、条件を決めた。

・主張と理由は考えられたが、理由の根拠となる体験がなく、家族から聞いた話やインターネット
で「災害時に困ったこと」などの言葉で検索して、根拠を見つける児童もいた。

・実体験（災害が起きる、避難する、避難所で生活する）がないので、災害は怖いというイメージ
はあっても、実際に避難所でやるとしたら、具体的に何をするか、イメージしにくかったと思わ
れる。社会科や総合的な学習の時間に、実際に避難所設営体験をしたり避難所生活の様子を動画
などで見せたりしたら、より考えが深まったと思われる。

３ 話し合いの
ポイントを
つかむ。

教科書の動画とシナリオを利用して、良いと思うところを見つけ、司会の進め方や広げる話し合
い、まとめる話し合いの仕方を学習した。

４ 進行計画に沿っ
て、ポイントを
意識して話し合
い、仮の結論を
出す。

宮川小とWEBで意見交流し、高齢者のお手伝い（一緒に遊ぶ、話す、荷物運びなど）になった。
・いくつかの意見の共通点をまとめて話す、相手の意見のいいところを話す、質問をすることがで
きた。

実 際 に 試
す 。 （ 体
育）

色おにごっこ、読み聞かせ（紙芝居）を５年生（高齢者になってもらう）とする。

５ 試した結果
を基に、再
び 話 し 合
い、最終的
な結論を出
す。

色鬼は、高齢者もできるように、配慮したルールを設けたが、うまくいかなかった。鬼をタッチす
るのが難しいし、広い場所がいるから、できない。
読み聞かせは、高齢者も小さい子も参加できていい。
→ラジオ体操なら、自分も知っているし、座ってでもできる。実際にやってみたら、よさそうだ。
読み聞かせは、部屋（場所）を決めて、人を集めればいい。

６ ・感想を伝
え合う。
・学習を振
り返る。

（感想）・みんなの意見を聞いたうえで、まとめた意見や共通点などをみつけて発表できるように
なった。
・相手が納得する事実、根拠を入れて話すことができた。
・話し合いで、目的や条件に沿って進めると、話がスムーズに進んで、結論をまとめやすいことが
分かった。
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